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大学連携によるＦＤ・ＳＤの取組

(1) ＦＤの実施率の推移
(2) の例

(1) ＦＤの実施率の推移

実践的FDプログラムの開発・活用

○ 教員の４つの活動（教育、研究、社会貢献、管理運営）に対して、以下で構成。

①教育学をはじめとした系統的な理論のオンデマンド講義①教育学をはじめとした系統的な理論のオンデマンド講義

②授業技術やコミュニケーションスキルを育成するワークショップ

③個々の教員ニーズに応える日常的な教育コンサルテーション

④ポートフォリオの作成支援

○ 各大学は ①②の講義・講座を目的に応じて選択し ③④やその他独自の研

大学院義務化

学部義務化

○ 各大学は、①②の講義 講座を目的に応じて選択し、③④やその他独自の研

修などを組み合わせてＦＤを実施。

大学によっては、学長名の修了証を発行し、専門性の向上を証明できるように

している。

（実施内容）

（参加大学）

代表幹事校：立命館
幹事校：関西、関西学院、慶應義塾、中央、
同志社 法政 明治 立教 早稲田同志社、法政、明治、立教、早稲田

会員校：青山学院、神奈川、北里、京都産業、
甲南、國學院、国士舘、芝浦工業、創価、
中部、帝京、東京農業、東北学院、名城、龍谷
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（参考）実践的FDプログラム 2012年プログラム一覧
○ オンデマンド講義

○ ワークショップ

など
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ＩＲの取組事例

相互評価に基づく学士課程教育質保証システムの創出 国公私立４大学ＩＲネ トワ クの例相互評価に基づく学士課程教育質保証システムの創出－国公私立４大学ＩＲネットワークの例

構成大学： 同志社大学（代表校）、
北海道大学、大阪府立大学、甲南大学

○ 国公私立４大学の連携により、学生調査分析を軸とするＩＲ機

能の開発を基盤として、ＩＲを通じた連携大学間での相互評価の

結果を学士課程教育の質的向上に結びつける質保証システム

創 全 規模 育成を 指すの創出と全国規模のＩＲコミュニティの育成を目指す。

・４大学ＩＲ学生調査ネットワークの構築と活用

・連携大学間におけるＩＲネットワークシステムの構築

連携取組の内容

・連携大学間におけるＩＲネットワークシステムの構築

・ＩＲネットワークを活用した相互評価とベンチマーキング

・ＩＲ人材育成のためのワークショップ事業

期待される効果

・設置形態の相違を超えた国公私立大学の連携による、

学士課程教育の質保証に向けた新たなモデルの構築

・学生調査に基づくＩＲの展開により、４大学それぞれの長所・短所を
把握 さらにPDCAサイクルの常態化による短所の改善と長所の更

期待される効果

把握、さらにPDCAサイクルの常態化による短所の改善と長所の更
なる伸長

・ＩＲのノウハウの共有化によるＩＲ人材育成と日本版ＩＲモデルの構築

・英語科目のナンバリング制の実施による、汎用性のある英語ベン
チマークの設定設

→  ４大学連携により開発したシステムやノウハウを基盤としたコンソーシアムをH24.7に設立予定。
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教員の教育面の業績評価の実施状況

「大学における教育内容等の改革状況（平成21年度）」（抜粋）

（実施例）
○北見工業大学

評価項目は、授業負担（学部等区分、単位、受講学生数、授業開講数等）、授業評価（学生授業評価、自己評価）、学生指導（卒論等の学生指導、学
生の学会発表指導）等生の学会発表指導）等。
評価結果は、各年度毎に取りまとめ、学外に広く公表するとともに、教育研究費配分、賞与、昇給等に活用。

○三重大学
評価項目は、担当科目数、指導学生数、授業外のゼミ等の学習・研究指導時間数、教育内容・方法面での取組、学生支援の取組、ＦＤ活動等。
「特に優れた者」と「改善を促す必要のある者」を特定し、学長に報告。平成２１年度より給与面でのインセンティブを付与。

○秋田県立大学
評価項目は、「授業の目的や明確さ」、「事前準備」、「授業に対する熱意」、「授業内容や進め方」等。
外部評価者と委託契約を結び、全ての教授、准教授の授業評価を実施。

○岩手医科大学（歯学部）
評価項目は、講義・実習・演習、チュートリアル、オフィスアワー、課外活動、各種試験出題、大学院・研究生に対する指導、ＦＤ参加等。評価項目は、講義 実習 演習、チュ トリアル、オフィスアワ 、課外活動、各種試験出題、大学院 研究生に対する指導、ＦＤ参加等。
それぞれの実総時間を調査し、評価点を算出し、学生による評価も実施。評価結果は、教員本人に通知。

○芝浦工業大学（工学部）
答案の電子化で習熟度を数値化し、統計的に把握。教育賞を与えFD講演会でプレゼンを実施。

「国立大学法人 大学共同利用機関法人の平成21年度に係る業務の実績に関する評価の概要 （抜粋）「国立大学法人・大学共同利用機関法人の平成21年度に係る業務の実績に関する評価の概要」（抜粋）
○ 教職員の個人評価結果を給与等処遇へ反映している法人が平成20年度と比較すると14法人（28％）増の64法人（71％）と大幅に増加しており、全
体の7割を超えている。
（平成21年度：64法人（71％）、平成20年度：50法人（56％）、平成19年度：34法人（37％）、平成18年度：19法人（21％）、平成17年度：9法人（9％））
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教学担当スタッフ（教育担当副学長等のサポート体制）の配置事例

○新潟大学 教育・学生支援構構 ○愛媛大学 教育・学生支援機構 教育企画室
1.全学的な教育課題に係る調査･研究
2 教育の質保証のための教職員の能力開発

4.学生の学習支援及び能力開発
5 その他教育開発に係る調査 研究等

１．入学者の選抜に係る調査･分析
２ 入学者選抜試験の実施方法等の改善

８．学生の修学支援及び生活支援
９ 学生相談 2.教育の質保証のための教職員の能力開発

3.授業評価及びシラバスに関すること
5.その他教育開発に係る調査、研究等２．入学者選抜試験の実施方法等の改善

３．入試広報
４．学士課程教育の実施と改善
５．大学院課程教育の実施と改善
６．副専攻プログラムの実施と改善
７．学士力ｱｾｽﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ（NBAS）の開発と運用

９．学生相談
10．学生の就職等進路支援
11．教員の教授方法等の改善・向上のための研修の実施
12． ＦＤの整備及び実施
13．教員養成の支援
14．その他教育，学生支援等の改善に関し必要な業務

【教育企画室の概要】

教職員能力開発のための研修の企画・実施・教
材開発・講師派遣，各種コンサルティング，
FD/SD実践的指導者の育成，及び愛媛大学が

代表校を務める「四国地区大学教職員能力開

○教学担当スタッフ配置状況

教育企画室（教員組織）８名（専任７名，兼任１名）
室 長：１名 教授１（医学教育）
副室長：２名 教授１（高等教育経営），准教授１(職業教育学)
室 員：５名 准教授１(青年心理学)，助教２(教授システム学)

（水文学)

発ネットワーク（SPOD）」の業務など，学内外で
幅広く活動を実施。
また、学内ネットワークのハブ機能も担う。

（水文学)
特任助教２(組織心理学)（高等教育政策)）

教育企画課（職員組織）１６名
課長１、係長２、課員５、非常勤８

【スタッフの能力開発等】

【スタッフの能力開発等】
ＦＤ担当者：ファカルティ・ディベロッパー養成講座や諸外国のFD担当者向けプログラムへの参加、学内外で研修
講師を担当することによる実践者としての力量形成。
ＳＤ担当者：SDC(ｽﾀｯﾌ･ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ)の認定制度を創設し，SDCに必要な知識・技能の習得を奨
励。SPODでは，次世代ﾘｰﾀﾞｰ養成研修や講師養成研修など内部講師を養成するための研修を提供しており、こ

○日本福祉大学 全学教育開発機構○北九州市立大学
１．全学および学部間共通科目の研究・開発
２．全学的なFDをはじめとする教育力向上のための
研究・研修事業

３ 入学前教育、初年次教育、教養教育、語学教育、情報

４．ICT活用による教育の情報化の推進
５．オンデマンド教材の研究・開発
６．学生の基礎学力サポート
７ 高大接続教育の推進

【スタッフの能力開発等】
自己啓発支援と能力開発のための職能開発研修を実施

【学位授与方針等の作成と、これを踏まえた教育課程の見直しなどの大幅な見直し】

経営企画課（事務組織）が学長・副学長の下に各種委員会やワーキンググループ、カリキュラム
コーディネーター等を組織してサポート。
【通常の教育内容・方法の見直し】

れらに参加することによって、能力開発を日常的に実施。

３．入学前教育、初年次教育、教養教育、語学教育、情報
教育、体育教育などの共通教育プログラムの研究・開発

７．高大接続教育の推進【通常の教育内容 方法の見直し】
学務第一課（事務組織）が学部教授会、教務部委員会等をサポート。

【教育改善に向けた教育情報の収集・分析】
副学長を室長とする「教育開発支援室」を設置し、経営企画課がサポート。

学生の健康管理、心理面への対応として、学生相談室に保健師、看護師、心理カウンセラーを配置。

【スタッフの能力開発等】

オンデマンドコンテンツの開発を通した教育改善やＦＤを実施する上で必要となるインストラクショナル・デザイン
の能力開発を実施（熊本大学大学院に職員２名派遣）

※ 共通教育部門の下に外国語教育・スポーツ教育・基礎教養・情報教育の４部会、教育開発部門の下に教育支援・学習支援の２部会を設置。

【スタッフの能力開発等】
各種事務研修のほか、専門スタッフとしてアドミニストレーターを養成（桜美林大学大学院に職員１名派遣）
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